
学びのプラットフォームとしての活用について

学びのプラットフォームとして、区民の学びや交流の場としての活用が進む施設づくりや、
多世代が集い、くつろぎ、身近な地域のコミュニティ形成につながる施設づくりを進めていく
ため、中学校の教育活動に支障のない範囲で、特別教室等を開放していきます。

１．西宮中学校改築及び（仮称）コミュニティふらっと宮前整備基本方針
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２．西宮中学校改築及び（仮称）コミュニティふらっと宮前整備基本計画

特別教室等に関しては、整備基本計
画にあるとおり、以下のような活用を
想定しています。

○学校とコミュニティふらっととの相
互利用の一環として、コミュニティ
ふらっとの運営事業者が、年２回の
多世代交流イベントや講座等の自主
事業を実施する際に会場の一部とし
て利用すること。

○学校支援本部による学校支援活動等
の場として活用するほか、学校開放
団体が各団体の目的に応じた活動の
場として利用すること。
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（３）学校と地域住民の交流機会の創出の場
○西宮中学校には、吹奏楽、美術、英語、将棋等の部活動がありますが、類似の活動を行
う地域住民グループとの交流の場として、特別教室を活用することが考えられます。
○西宮中学校のボランティア部では、ゆうゆう館の敬老会のお手伝い等をしてくれていま
すが、コミュニティふらっとが特別教室を活用して実施するイベントへの参画など、活
動の場、地域住民との交流の場が広がることが考えられます。

３．特別教室等の活用のイメージ

（１）コミュニティふらっとが実施するイベント
○既に運営しているコミュニティふらっとでは、以下のようなイベントを実施しています。
特別教室を活用することにより、こうした取組を充実させていくことが考えられます。

（一例として…）
・ピアニスト等によるリサイタルや近隣学校の生徒による演奏会等の実施
・親子手打ちうどん教室
・ティーンのためのアートスクール～銀箔に硫黄で絵を描こう！～
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（２）地域住民同士のつながりの創出の場
○地域住民の文化的活動（楽器演奏、合唱、囲碁・将棋、書道・華道など）の場として活
用することにより、地域住民同士のつながりが生まれることが期待されます。



（１）セキュリティラインについて
○改築後の中学校に関しては、セキュリティラインにより開放エリアを区画し、セキュリ
ティラインの中にある特別教室等（多目的室、特別教室）を開放の対象とします。

○セキュリティラインの内側と外側は、廊下に設置した管理扉・シャッター等を閉めるこ
とにより区画する予定ですので、特別教室等を利用する区民等が普通教室のあるエリア
に立ち入ることはできません。

４．開放エリア

＜２階平面図案＞ ＜セキュリティラインの管理扉等のイメージ＞
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（２）特別教室等の開放について
○セキュリティラインの中にある特別教室等に関しては、中学校の教育活動に支障のない
範囲で開放することになります。したがって、学校とも調整しながら実際に開放する教
室を検討していきます。
○その時々の事情から開放が難しいと判断した特別教室等に関しては、その部屋に鍵をか
けることにより、室内への区民等の立入りを防止することを考えています。

＜開放エリア・セキュリティライン設定の考え方＞
◆「特別教室等を地域に開放することができるように設計しておく」という考え方です。

※必ずしも、セキュリティラインの中にある特別教室等の全てをただちに開放するというこ
とではありません。
※改築後の中学校を数十年間にわたり使用していく中では、学校内の事情や、学校とコミュ
ニティふらっと・地域住民との連携状況など、様々な場面で変化が生じることが想定され
ます。その際に柔軟に対応できるよう設計しておく必要があると考えています。
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５．開放エリア
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